
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

◆会長挨拶◆ 
黒羽 好夫 会長              
「ロータリーの原点に帰ろう！」 

 今月は、ロータリー財団
月間になっています。ロー
タリー財団は、ロータリア
ンが、健康状態を改善し、
教育への支援を高め、貧困
を救済することを通じて、
世界理解、親善・平和を達

成することです。財団への支持を通じて、ロータリ
アンは、人々の生活向上に貢献する力を得ることが
できるのです。今年度の当クラブの財団への基金は 
先週までで、363,000 円になっております。会員の
皆様のご協力に感謝致します。なお、例年より、若
干、ペースが落ちていますので、より一層のご協力
を お願い致します。 
本日は、補助金委員会委員長小針藤助様にゲスト

スピーチをお願いしております。ロータリー財団が  
何に使われているか、どんなものが補助金対象にな
るか、その他、ロータリー財団の詳しい情報が、お
話し頂けることと思います。後ほどのスピーチを 
お楽しみにして下さい。 
地区大会も終り、先週は、ガバナー慰労会も華や

かに開催されました。いよいよ、創立 40 周年記念式
典の準備を始める時期になりました。先般、理事会 

 
 
 

で、理事の皆様には大枠の概要をご説明し、ご承認
を頂きました。さらに、第 1 回の準備会議を行いま
した。実行委員会の概要と組織も決まりましたので、 
本日は、冨田実行委員長から 実行委員会の組織を
発表頂くことになっております。今後のご協力を 
よろしくお願い致します。 
 
◆創立 40 周年実行委員会立上げ◆ 
冨田 健三郎 実行委員長 

 冨田健三郎実行委員長
より、創立 40 周年記念実
行委員会の組織について
の発表がなされました。 
◎実行委員長：冨田健三郎
会員 ○実行副委員長：野
地利雄会員・林克重会員 

○総務登録委員長：大野順道会員 ○記念事業委員
長：鈴木恒昭会員 ○会場・式典委員長：廣澤俊樹
会員 ○祝賀運営委員長：伊藤弘子会員 ○案内・
接待委員長：林克重会員  ○記録・広報委員長：
松崎弘昭会員 ○会計：佐藤勝宣会員 ○救護委員
会：植木洋司会員 ○スマイリング BOX：三浦善治
会員 別紙により、副委員長以下の紹介がありまし
た。 
 冨田実行委員長は、素晴らしいスタッフに恵まれ、
成功裏に終わると想っており、全員野球で取り組ん
で行きたいとの意気込みを披露されました。 

 

 

 
平成 22 年 11 月 24 日（水）サンパレス福島 

■メークアップ/32 名 ■修正/67 名 ■修正率/100％ ■会員/67 名 ■出席/35 名 ■出席率/52.24％ 

今月・来月のプログラム 
12 月 1日(水) ガバナー補佐クラブ訪問・誕生祝い 

ロータリーの友読みどころ 

本日のプログラム 
１ 開会点鐘 

２ ロータリーソング 奉仕の理想 

３ 四つのテスト 

４ 来訪者紹介と会長あいさつ 

５ 創立 40周年実行委員会立上げ 

６ 地区大会表彰の授与 

７ ポールハリスフェローピン

バッジ授与 

８ ゲストスピーチ 

９ 各委員会報告 

10  閉会点鐘 

第 19 回例会 

12 月 8 日(水) クラブ年次総会 

12 月 15 日(水) 会員スピーチ ＩＡＣ例会日 

12 月 22 日(水)家族クリスマス忘年会（夜間） 
12 月 29 日(水)法定休日 

 

 
◆地区大会表彰の
授与◆ 
 
皆出席 30年表彰 
     斎藤浩 会員 
 
 
◆ポールハリスフ
ェローピンバッジ
授与◆ 
 該当者は、黒羽好夫会
員（6 回）、渡辺勇会員（3
回）、鈴木定男会員（2 回）、
国井元会員（1 回）でした。 

 
◆ゲストスピーチ◆    

ロータリー財団委員会 補助金委員会 
小針藤助委員長（白川ＲＣ） 
（１）補助金委員会と新地
区補助金 
地区補助金制度が、様変

わりする時期です。そして、
地区にとって、活用出来る
制度の改正となり、我々に
とっては権利であり、活用
を適切に行う義務でもあ

ると感じています。その意味では、財団委員会の役
割が重要となると考えています。そうしますと、現
在の在り方が適切なのかどうかについて、組織その
ものを見直さなければならないと考えています。 
（２）シェアシステム 
 シェアシステムとして方向性で進めています。地
区財団活動資金（以降、DDF）、国際財団活動資金（以
降 WF）として、様々なロータリープログラムの中
で、活動資金の助成・補助金として使われています。
特に、会員にとって活用して行って頂きたいのが地
区補助金です。この地区補助金は、DDF から拠出さ
れ、財団の使命としての有効に活かして、人道的プ
ログラムに適用されると考えています。 
（３）地区補助金の有効活用 
 文化的な活動や、周年事業などには、基本的には
活用することはできません。ただし、障害者向けの
支援事業などを実施する等、プログラムによっては、
適用される可能性があると思います。これらの活用
について、「人道的プロジェクトの視点」「地区補助
金の適格性」「利用上の注意点」「解説の中で可とさ
れる対象プロジェクトの例」として、今例会の配布
資料にまとめました。 
 
①人道的プロジェクトの視点 
１）奉仕活動や寄贈品は、地域で叶えられていない
ニーズを満たすものか、どうか。 

２）プロジェクトは、恵まれない人々の役に立つも
のか、どうか。 

３）地区補助金がなければ、そのニーズを満たすこ
とができないのか、どうか。 

４）地域のニーズは、今、行うことに意義があるか、
どうか。（2、3 年後ではない今、行うべきことか、
どうかということ） 

②地区補助金の適格性 
１）地区補助金は、環境保全プロジェクトにも認め
られる。 

２）プロジェクトだけでなく補助金を何に使ったか
ということも判断の対象 

３）国内または地区内の社会奉仕プロジェクトであ
ること 

４）マスコミ等を使った広報活動がなされている事 
 
③利用上の注意点 
１）計画は資金計画も含め出来るだけ綿密に。 
２）資金管理は適切に、領収書はすべて保存。 
３）決算書を作成する。 
４）報告書の提出は速やかに行う。次年度や他のク
ラブに迷惑がかかる。 

 
④解説の中で可とされる対象プロジェクトの例 
１）パラリンピック（対象が障害者）のようなスポ
ーツ大会の主催 

２）入場料を取らないポスピスなどでのコンサート 
３）被災地への救援物資
の寄贈 
４）危険な道路などへの
交通標識の設置 
５）献血キャンペーンや
AED の寄贈 
 

 
◆新ガバナー事務局職員の挨拶◆ 
宍戸 清和 地区幹事 
今後の委員会総会など

が主な事業となります。
これから、様々な面の整
理が必要となります。新
しいスタッフとして、斎
藤美香に加わって頂きま
した。「一生懸命努めさせて頂きすので、よろしくお
願いします」と、斎藤美香さんより、ご挨拶があり
ました。 
 
◆スマイリングボックス◆ 
○初めてのメーキャップです。 
         小針 藤助（補助委員会委員長） 
○小針委員長のスピーチに感謝 黒羽 好夫 会長 
○小針さんのご来訪を記念して！昨年度大変お世話
になりました。         斎藤 浩 会員 
○今年度、初めてのメーキャップになります。 
           佐々木 廣充（福島 21RC） 
 
スマイル  32,000 円 累計 702,701 円 
財団・米山  49,000 円 累計 736,000 円 
 
～ 私の職業の目的 ～ 丹治 智幸 会員 
社会の矛盾を政治の力で解決し、確かな未来を目指
した枠組み構築。 
 
―編集後記―  
地区補助金の話を伺い、ロータリーの理念と実践の
仕組みについて、学びとなりました。（丹治ト） 


